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この 「覚書」についてBorg& Mayo(2005)は、 1970年代前後からのユネスコを中心とした
批判的・ヒューマニスティックな「生涯学習」理念が、新自由主義的な競争的能力開発の言説
に影響されて「古いワインが新しいボトルに移る際に劣化した」と評している 6)0 Dhemel 
(2006)もまた同様に雇用と労働市場への傾斜を指摘し、「社会参加の側面は周縁的に扱われて
おり、生涯学習が個人の発達と潜在的可能性の実現の重要な手段であるという点が無視」され




















































N a tional Agencyに申請して審査が行なわれ、認定されると 2'-""3年間の予算が割り当てら









まず「活動分野」では「異文化問課題J(56%) ・「アク ティブ ・シティズンシップJ(54%) 
を課題とするプロジェク トが半数以上を占め、「基礎スキルJ(43%) ・IICTJ(39%)をも上
回っているO 一方「対象グルー プ」では「経済的 ・社会的不利益層J(35%)・「地方および不
利益地域住民J(33%)・「社会的周縁化のリスクのある青少年J(29%)が上位3項目を占め、そ
れぞれ約 3分の lのプロジェク卜が挙げているO その一方でレオナルド計画(職業訓練分野)




【表①】 「学習パ トー ナーシップ」の活動分野と対象グループ
2001 2002 2003 2004 2005 2006 言十 % 
異文化問課題 56 115 135 171 216 250 943 56 
アクティブ ・シティズンシップ 56 101 138 149 208 262 914 54 
基礎スキル 55 102 121 134 146 176 734 43 
ヨーロッパの国々 ・EU 24 56 91 118 178 217 684 40 
ICT (情報通信技術) 44 85 112 105 137 176 659 39 
芸術 ・音楽 ・文化 18 34 57 74 92 147 422 25 
三E三コデきロ王ロE 22 45 51 64 104 115 401 23 
持続可能な開発 18 29 43 65 78 100 333 19 
親への教育 14 23 30 40 55 76 238 14 
健康 5 16 10 31 51 77 190 11 
メディア 3 13 24 29 41 71 181 10 
環境 4 10 15 19 39 69 156 9 
消費者教育 2 6 10 15 23 46 102 6 
ジェンダ一課題 。 3 4 3 23 38 71 4 
対象グループ 2001 2002 2003 2004 2005 2006 言十 % 
経済的 ・社会的不利益層 52 72 89 103 130 150 596 35 
地方および不利益地域住民 17 69 89 105 120 159 559 33 
社会的周縁化のリスクのある
青少年 。71 84 102 84 155 496 29 
移民 ・移住者 ・エスニックマ
イノ リティ 14 58 69 81 106 155 483 28 
女性 14 52 77 84 110 122 459 27 
障害者 11 29 36 45 74 97 292 17 
両齢市民 4 20 36 49 64 100 273 16 
周縁化されたグ、ルーフ。 。18 2 1 16 46 83 4 
(合計) 135 208 251 297 376 410 1677 
‘Grundtvig Compendium: Learning Partnership'(2001，2002，2003，2004，2005，2006) 
に掲載された 1677プロジェク トを対象に筆者集計(複数回答あり)
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られているO またエスニックマイノリティや女性・ 障害者 ・高齢者の社会的インクルージョン
を課題としたプロジェクトも、毎年それぞれ20%前後選定されていることも特徴となっているO
同計画参加の627団体を対象としたECOTECによる調査(2008)でも、「機会均等への取り組み」
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表② 学習ノミートナーシップの事例 (GrundtvigSuccess Stories(2007)に選定)
名称 正式名称 年 ① ② ③ 国別 プロジェクトの概要
A) 活発な回 04 O UK，1T， 両齢者と子どもの世代間父流。子ど
TEDDY- 顧のため ~ FL， S1 もが高齢者のライフヒストリーを聞
BEAR の高齢者 06 き取り、劇 ・作文 ・手芸で表現。学
と子ども 習地域ぐるみの高齢者ケアと子ども
の交流 のエンパワメント。
B) 欧州コン 02 O O O DE，IT， 両齢者を中心に、それぞれの文化的
EuCoNet ピテンス ~ CZ.ES 経験を活かした1CT学習のコース開
ネットワ 04 SK，U 発 ・調査、高齢者向けネットカフェ
ーク K の開設。
C) で日=・三口五口件寸~:;!自刃 03 O O O LT，ES， 言語の学習を通じた異文化への気づ
Practice による欧 ~ RO きやヨーロッパ市民の能動的参加、
Makes 州シティ 06 文化的 ・社会的障壁の除去。「ヴァー
Perfect スンシッ チャル ・ミーティング」活用による
プの促進 相互交流の促進。
D) 出会いの 04 O O DE，AT ジェンダー、持続可能な開発、労働
Treffpunkt 地点の倫 ~ ，IT，LT などをめぐる倫理について学習者間
Ethik 理 06 の討論をすすめる。市民参加の活性
化。
E) 成人学習 05 O O PL，AT， 地域における成人の読書活動を通じ
READCOM コミュニ ~ BE，PT， た知的 ・社会的の活性化。欧州、|の読
ティ読書 07 TR 書クラブのネッ トワーク形成、方法
クラブ 論の共有。
F) 局齢労働 03 O O O FR.NO 両齢労働者 (45歳以上)の労働力巾
NEWROLE 者排除を ~ ，ES，1T， 場からの排除に反対して、エンプロ
防ぐ成人 06 BG，U イアピリティを高める教育訓練活動
教育の新 K の開発。行政 ・企業との共同による
たな役:害リ アクション ・リ サーチ。
G) 移民の小 03 O O O ES，FR 移民(一世 ・二世)の社会的統合に
1MPATH 道 ~ ，IE，FL 向けて、各地の新旧多様な実践 ・経
06 験の交流、新たな教育方法の共有。
H) 教育にお 01 O O O IT，DK， 経済 ・家庭 ・文化 ・年齢等の理由で、
CASCADE ける「第二 r、ー〆 UK，ES 学習機会や動機付けの少ない人々
の機会」開 06 ，RO に、自己学習の機会と方法を提供。
発共同行 テーマ別の体系的な学習モジュール
動 の開発。
成人基礎 02 O O UK，1E 刑務所内の成人基礎教育(識宇 ・
MABEL 教育・学習 r、J ，BG，P 1CT・社会スキル等)手法の共有 ・
への学際 04 L.NO 開発、当事者の自己表現の機会提供。
的アプロ 受刑者による雑誌発行、社会的スキ
ーチ ル開発。
J) 精神障害 05 O O DE，BE 障害者とともに特別成人教育の経験
Leben in 者の多様 ~ ，ES 交流を行い、教育方法 ・教材の開発
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プであるということができるO























表②では 6つのプロジェク トが 「アクティブ ・シティズンシソプ」を活動分野として明示し
ており、他のプロジェクトも何らかの形で活動内容に学習者の能動的な社会参加を取り入れて
いる O たとえば高齢者向けインターネットカフェ (EuCoNet)や図書館での読書サークル
(READCOM)のように、各パートナーの活動地域での学習者の参加の空間が工夫され、その
支援のあり方を開発 ・交流している。また市民参加に必要な社会的スキル獲得を学習課題とす
るものもあり、そのスキルの内容も言語学習 (PracticeMakes Perfect) ・職業訓練
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